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そ
ば
に

２
０
１
１
年
３
月
11
日
―
。
あ
の

日
か
ら
５
年
が
過
ぎ
た
。
東
日

本
大
震
災
は
、東
日
本
の
ま
ち
か
ら
、

尊
い
命
や
幸
せ
、思
い
出
、夢
な
ど
を

根
こ
そ
ぎ
奪
っ
て
い
っ
た
。

　

戦
後
最
大
の
災
害
と
な
っ
た
東
日

本
大
震
災
。死
者
・
行
方
不
明
者
は
、約

２
万
人
と
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
大
き

く
上
回
る
。県
内
の
死
者
・
行
方
不
明

者
は
約
１
万
５
０
０
人（
16
年
３
月
８

日
現
在
）
に
も
上
る
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
は
本
市
に
も
甚
大

な
被
害
を
与
え
た
。人
的
被
害
は
、死
者

28
人
、行
方
不
明
者
４
人
、負
傷
者
52

人
、住
家
被
害
は
、全
壊
２
０
１
棟
、半

壊
１
８
０
１
棟
、一
部
破
損
３
３
６
４

棟
と
過
去
最
大
。東
和
総
合
運
動
公
園

は
、野
球
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
崩
落
、市

内
の
道
路
は
、あ
ち
こ
ち
で
マ
ン
ホ
ー

ル
が
飛
び
出
し
、通
行
止
め
に
な
る
路

線
が
相
次
い
だ
。公
共
施
設
の
被
害
総

額
は
１
０
０
億
円
を
超
え
た
。

震
災
直
後
か
ら
、水
道
・
電
気
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
。例
年

よ
り
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
こ
の
時
期
の

停
電
は
、市
民
に
不
安
を
与
え
た
。順
次

復
旧
し
た
が
、最
大
で
６
日
間
停
電
し

て
い
た
地
区
も
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、市
内
で
も
避
難
者
が
続
出
。

６
つ
の
公
的
避
難
所
に
、最
大
で
６
千

人
以
上
が
避
難
し
た
。

全
て
が
想
定
外
と
い
わ
れ
た
東
日

本
大
震
災
。こ
れ
ま
で
の
想
定

は
、大
規
模
地
震
後
、沿
岸
部
に
津
波
の

被
害
が
発
生
。被
害
の
な
い
内
陸
部
が

被
災
地
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
。し

か
し
、そ
れ
は
全
て
覆
さ
れ
た
。あ
ま

り
の
被
害
の
規
模
に
、被
災
地
が
さ
ら

に
被
害
の
大
き
い
被
災
地
の
支
援
に

回
っ
た
。

　

沿
岸
部
よ
り
被
害
が
少
な
い
本
市

は
、古
く
か
ら
交
流
が
盛
ん
な
南
三
陸

町
へ
の
後
方
支
援
を
展
開
。ま
た
、後

方
支
援
の
活
動
拠
点
と
し
て
、国
際
緊

急
援
助
隊
の
野
営
場
所
の
提
供
、緊
急

消
防
援
助
隊
の
各
種
活
動
な
ど
を
支
援

し
た
。

　

南
三
陸
町
へ
の
支
援
は
震
災
直
後

か
ら
実
施
し
、食
料
品
や
生
活
用
品
な

ど
を
提
供
。本
市
を
中
継
拠
点
に
、全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
を
輸

送
し
た
。ま
た
、市
と
各
種
団
体
が
協

力
し「
南
三
陸
物
資
輸
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
事
業
を
実
施
。行
政
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
や
各
種
団
体
も
一
体
と
な
り

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」の
精
神

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
展
開
、

そ
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

市
は
、
南
三
陸
町
へ
仮
設
住
宅
の

敷
地
提
供
と
二
次
避
難
所
設
置

を
申
し
出
、被
災
し
た
南
三
陸
町
民
を

受
け
入
れ
た
。閉
校
し
た
学
校
施
設
な

ど
を
開
放
し
、６
地
区
、11
箇
所
に
避
難

所
を
設
置
。受
け
入
れ
準
備
は
、配
置
さ

れ
た
職
員
だ
け
で
は
な
く
、地
域
住
民

と
協
力
し
て
進
め
ら
れ
た
。

　

避
難
所
で
は
地
域
民
が
被
災
者
に
対

し
て
、
飾
ら
な
い
自
然
体
で
対
応
。
何

よ
り
の
も
て
な
し
に
、
両
者
の
距
離
が

縮
ま
り
、現
在
も
交
流
が
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、市
内
の
仮
設
住
宅
な
ど
に

は
、南
三
陸
町
や
石
巻
市
な
ど
か
ら
、

２
９
１
世
帯
、６
８
４
人（
15
年
12
月

末
現
在
）
が
入
居

し
、徐
々
に
人
数
は

減
っ
て
い
る
。

　

震
災
で
膨
大
に

な
っ
た
業
務
量
に

対
応
す
る
た
め
、11

年
６
月
か
ら
南
三
陸
町
に
市
職
員
を
継

続
し
て
派
遣
し
て
い
る
。

　

市
で
は
震
災
以
降「
市
東
日
本
大
震

災
復
興
対
策
本
部
会
議
」を
設
置
し
、

復
興
計
画
や
事
業
を
管
理
し
て
き
た
。

復
興
計
画
に
つ
い
て
、お
お
よ
そ
め
ど

が
付
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
第
２
次

総
合
計
画
の
将
来
像
に
向
け
て
、
発
展

的
に
各
種
事
業
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
５
年
間
は
、市
の
復
興
と
沿
岸

部
の
後
方
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
。し
か
し
、沿
岸
部
の
状
況
は
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
。今
後
も
継
続
的
な
支
援

を
展
開
し
て
い
く
。

復
興
と
後
方
支
援
に
全
力
を
傾
け
た
５
年


